
法人名：

1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

 

 

衛生管理費

保険料

租税公課 300

印刷製本費 300

人件費計 0

（1）人件費

旅費交通費 300

修繕費

租税公課 900

水道光熱費

支払手数料

売上原価

会議費

諸会費

印刷製本費

消耗品費

旅費交通費

通信運搬費 7,782

賃借料

地代家賃

当期正味財産増減額 35,342

前期繰越正味財産額 0

　　経常費用計 14,658

その他経費計 5,976

次期繰越正味財産額 35,342

消耗品費 4,936

管理費計 5,976

通信運搬費 140

（2）その他経費

給料手当

法定福利費

役員報酬

事業費計 8,682

管理費

協謝礼金

その他経費計 8,682

人件費計 0

（2）その他経費

給料手当

福利厚生費

（1）人件費

役員報酬

Ⅱ 経常費用

事業費

雑収益 0

　　経常収益計 50,000

その他収益

受取利息 0

環境資産が良好な状態で持続するための活動支援事業収益 0

情報発信と良質なツーリズムの育成支援事業収益 0 0

事業収益

地域の環境資産や歴史文化に関する研究及び価値付け事業収益 0

正会員受取会費 50,000

受取公的助成金 0

0

0

受取助成金等

受取寄付金 0

賛助会員受取会費 50,000

受取寄付金

特定非営利活動法人新川田篭環境資産保全研究会

活動計算書

受取会費

令和元年10月10日から令和元年12月31日まで

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 経常収益



法人名：

　 　 年 12 月 31 　 　 　

1.

2.

1.

2.

正味財産 35,342

負債合計 14,658

固定負債合計 0

固定負債

流動負債合計 14,658

流動負債

Ⅱ 負債の部

資産合計 50,000

固定資産合計 0

固定資産

流動資産合計

ゆうちょ銀行 10,000

福岡銀行 40,000

50,000

現金預金

手許現金 0

流動資産

未払金 14,658

特定非営利活動法人新川田篭環境資産保全研究会

財産目録
　 令和元 日現在 　

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部



1．

　　

（1）

（2）

（3）

（4）

2．

R事業 A事業 S事業 事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ

1. 0 50,000 50,000

2. 0 0

3. 0 0

4. 0 0

5. 0 0

0 0 0 0 50,000 50,000

Ⅱ

（1）

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0 0

（2）

7782 7,782 140 7,922

0 300 300

0 4,936 4,936

0 300 300

900 900 300 1,200

0 900 7,782 8,682 5,976 14,658

0 900 7,782 8,682 5,976 14,658

0 △ 900 △ 7,782 △ 8,682 44,024 35,342

事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

科　　目

経常収益

人件費計

受取会費

受取寄付金

受取助成金等

事業収益

その他収益

　　経常収益計

経常費用

人件費

役員報酬

給料手当

法定福利費

　　経常費用計

その他経費

通信運搬費

印刷製本費

消耗品費

旅費交通費

租税公課

その他経費計

　　　当期経常増減額

(単位：円)

ボランティアによる役務の提供は、「４．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳」と

して注記しています。

施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「３．施設の提

供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１7年１2月最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によって

います。

財務諸表の注記

消費税等の会計処理

重要な会計方針

固定資産の減価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

ボランティアによる役務の提供

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。



法人名：

　 　 年 12 月 31 　 　 　

1.

2.

1.

2.

正味財産合計 35,342

負債及び正味財産合計 50,000

前期繰越正味財産 0

当期正味財産増減額 35,342

負債合計 14,658

Ⅲ 正味財産の部

固定負債

固定負債合計 0

流動負債合計 14,658

未払金 14,658

Ⅱ 負債の部

流動負債

固定資産合計 0

資産合計 50,000

流動資産合計 50,000

固定資産

流動資産

現金預金 50,000

特定非営利活動法人新川田篭環境資産保全研究会

貸借対照表
　 令和元 日現在 　

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部



令和元年度 事業報告書 
   令和元年 10 月 10 日から令和元年 12 月 31 日まで 

 
特定非営利活動法人新川田篭環境資産保全研究会  

１ 活動の成果 
活動初年度となる今年度は、実質の活動期間が２ヶ月程度と短いため、目に見える成果をあげ

ることはできなかったが、令和２年度に向けた十分な準備ができた。具体的には、助成金の申請

や棚田まなび隊の収穫祭や餅つきを通した住民への周知、うきは市との打ち合わせ等である。 
 
２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 
事業名 

事 業 内 容 
実施

日時 
実施 
場所 

従事

者の

人数 

受益対象者 
の範囲及び 

人数 

事業費

(円) 

地域の環境資産

や歴史文化に関

する研究及び価

値付け事業 

つづら棚田の調査研

究と解説書作成 
     

新川田篭地区の文化

的景観特性調査 
通年 うきは

市 
４人 一般市民 

多数 
0 

民家・集落の調査研究

と解説書作成 
     

環境資産が良好

な状態で持続す

るための活動支

援事業 

棚 田 ま な び 隊 の 企

画・運営 
通年 つづら

棚田 
10 人 一般市民 

65 人 
900 

茅葺き再生プロジェ

クトの実施  
通年 うきは

市 
３人  0 

都市民の農業活動支

援 
     

空き家改修および活

用の支援 
     

情報発信と良質

なツーリズムの

育成支援事業 

ホームページ・SNS
ページの開設運営 

通年 役員宅 ２人 一般市民 
多数 

7,782 

つづら棚田ガイドツ

アーのシナリオ作成 
     

セミナーハウスの企

画 
     

学習イベントの企画      

 



　（単位：円）

Ⅰ 経常収益
１ 受取会費
正会員受取会費 120,000
賛助会員受取会費 40,000 160,000

２ 受取寄附金
受取寄附金 20,000 20,000

３ 受取助成金等
受取民間助成金 0
受取補助金 550,000 550,000

４ 事業収益
地域の環境資産や歴史文化に関する研究及び価値付け事業収益 30,000
環境資産が良好な状態で持続するための活動支援事業収益 500,000
情報発信と良質なツーリズムの育成支援事業収益 30,000 560,000

５ その他収益
受取利息 12
雑収益 500 512

経常収益計 1,290,512
Ⅱ 経常費用
１ 事業費
（１） 人件費

給料手当 120,000
法定福利費 0
福利厚生費 0
通勤費 0
人件費計 120,000

（２） その他経費
業務委託費 0
諸謝金 30,000
印刷製本費 100,000
会議費 150,000
旅費交通費 260,000
通信運搬費 55,000
消耗品費 310,000
雑費 3,584
その他経費計 908,584

事業費計 1,028,584
２ 管理費
（１） 人件費

役員報酬 0
給料手当 0
法定福利費 0
退職給付費用 0
人件費計 0

（２） その他経費
会議費 5,000
旅費交通費 5,000
印刷製本費 0
消耗品費 10,000
通信運搬費 120,000
賃借料 120,000
修繕費 0
減価償却費 0
雑費 0
その他経費計 260,000

管理費計 260,000
経常費用計 1,288,584
当期経常増減額 1,928

Ⅲ 経常外収益
１ 固定資産売却益 0
経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用
１ 過年度損益修正損 0
経常外費用計 0 0
当期正味財産増減額 1,928
前期繰越正味財産額 35,342
次期繰越正味財産額 37,270

令和2年度　活動予算書
　　　　令和2年1月1日から令和2年12月31日まで

科目 金　額

特定非営利活動法人新川田篭環境資産保全研究会



令和２年度 事業計画書 
   令和２年１月１日から令和２年 12 月 31 日まで 

 
特定非営利活動法人新川田篭環境資産保全研究会  

１ 事業実施の方針 
設立２年目である本年度は、前年度に実施した事業の成果をフィードバックし、より良い機会

の提供を目指す。また、各事業の本格的な活動を始め、地域に加えて社会に対して価値を提供し

ていくことを目指す。 
 
２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 
事業名 

事 業 内 容 
実施

予定

日時 

実施予

定場所 

従事

者の

予定

人数 

受益対象者 
の範囲及び 
予定人数 

事業費の

予算額

(千円) 

地域の環境資産

や歴史文化に関

する研究及び価

値付け事業 

全国（岩国、尾道 等）

の歴史文化に関する

研究及び価値付けに

関連する調査を行う。 

通年 全国 2 人 一般市民 
多数 

100 

環境資産が良好

な状態で持続す

るための活動支

援事業 

棚田まなび隊の企

画・運営を行う。 
通年 つづら

棚田 
10 人 一般市民 

20～30 人/回 
279 

茅葺き再生プロジェ

クトのワークショッ

プを行う。 

通年 うきは

市 
2 人 一般市民 

20～30 人/回 
500 

都市民の農業活動支

援を行う。 
通年 うきは

市 
２人 一般市民 

20 人 
100 

情報発信と良質

なツーリズムの

育成支援事業 

浮羽まるごと博物館

に関連するリーフレ

ットの作成を行う。 

通年 うきは

市 
２人 一般市民 

多数 
50 
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